














































　営業面積は合計 40 万㎡を有する一方で、テナント管理や不動産管理の面積は約 200 万㎡に達してお
り、従業員は４千人います。また、関連を含めると１万人以上の雇用を生み出しています。総資産規

















































































































ます。2015 年３月 28 日にビエンチャン国際商業旅行センターがグランドオープンしました。それがこ
ちらです。
　このビエンチャンセンターは、敷地面積 5 万 3,336㎡です。巨大なイオンモールに比べれば小さいで
すが、中型のイオンモールというイメージだと思います。投資総額は２億ドルにのぼり、金融やオフィ
ス、買い物を一体化した複合商業総合体としてオープンした、ラオスで最大規模の大型ショッピング
センターです。プロジェクトにはショッピングセンター、高級百貨店、映画館、四つ星ホテル、高級
クラブ、賃貸マンション等の事業が計画されていて、第１期の総建築面積が７万㎡、ショッピングセ
ンターとオフィスが入居しております。第２期はマンションの建設を予定しておりまして、第３期に
はビジネスホテルを建設する予定です。
　ビエンチャンセンターは、ビエンチャンの都市機能やイメージを大きく向上させ、ラオスが世界各
国の来賓を迎えるための施設を提供することができました。一帯一路の戦略の先行実験プロジェクト
としてラオス・中国の両国から非常に重視されています。昆百グループにとってビエンチャンセンター
は一帯一路戦略のビジネスチャンスを活用し、東南アジア市場を開拓する起点であり、海外で展開し
た大型商業施設の第１弾です。これを出発点として「大商業戦略」というものをスタートさせており
ます。ビエンチャンセンターはビエンチャン市内の中心部に位置し、凱旋門や総理官邸など、ラオス
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の特徴的な建物に隣接しております。徒歩でメコン川に行け、ビエンチャンの繁華街である本格的な
商業施設です。
　昆明百貨店はビエンチャンセンターの運営を全面的に担当しており、人員もすべて派遣しております。
　ここから先はテナントの紹介になります。ここに書かれているようなテナントが入居しておりまし
て、シンガポール、韓国、香港、タイ、中国、ラオス、インドネシア、ベトナム等の国・地域から進
出しております。４階建てで１階はこのような構成になっておりまして、２階、３階、４階はこのよ
うな構成になっております。
　ビエンチャンセンターを通して、昆明百貨グループは小売事業の海外展開を積極的に構築し、東南
アジアにおける販売チャネルを構築し、外国の特徴的な商品という経営資源を蓄積し、国内外のテナ
ントを相互の地域に誘致いたします。また、国際人材の育成にも取り組み、東南アジアの小売市場で
の展開のための基礎的条件を整えてまいります。
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　つまり、昆百グループはこれをきっかけとし、先ほど申し上げた東南アジア５カ国への展開を考え
ているということだと思います。資金力もありそうですし、中国政府と連携しながらの事業ですから、
もしかするとかなりのスピードで進んでいくかもしれないという印象を受けております。
　以上、唐総裁から送られきた資料に基づいて、ご報告させていただきました。
　ご清聴ありがとうございました。
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